
広
報 よもぎた

内　

容
●蓬田村民祭から…………………………２～４

●秋季火防演習から……………………………５

●そ菜生産組合トマト部会最優秀賞受賞……６

●村簡易スキー場から…………………………７

●各課からお知らせ……………………………８

●川柳北緯41°村長アメリカ視察記…………９

●保健コーナー…………………………………10

●行事予定／私から貴方へ／み～つけた……11

●けつぱる蓬田人／戸籍の窓口………………12

№2

19

陽をあびて漬物の王様沢庵に！

う

つ
ろ

の

心
に

目

が
二
つ
あ

い
て
ゐ
る放
哉

風

が
一
段

と
冷
た
く
な

っ
た
。

風

が
吹

い
た
日
の
明
く

る
朝

、

道

の
枯

れ
葉

が
楽
し
か
っ

た
。

も

み
じ

の
黄
色

、
け
や
き

の
茶
色

が

ア

ス
フ
ァ

ル
ト

の
上
に
一
面

に
敷

き
詰

め
ら
れ
て

、
踏
ん
で
歩

く
の

が
も
っ

た

い
な

い
く
ら

い
美
し

か

っ
た
。
あ

れ
は

、
人
間
の
手
で
再

現
し
よ
う

と
し

た
っ
て
出
来

る
も

の
で
は

な

い
。

つ
ら
い
冬

が
来

る

前
に

、
自
然

が
く

れ
た

プ
レ
ゼ
ン

ト
か
も

知
れ
な

い
。

さ
て

、
師
走
。

何
故

か
心
忙
し

い
。
冬
支
度

は
済
み

ま
し

た

か
。

漬
物
は
漬
け

ま
し

た
か
。

と
こ
ろ

で
、
青
森
地

域
広
域
事

務
組
合

が
漬
物
の
コ

ン
テ

ス
ト
を

や
る

と
い
う
。

捨
て

ら
れ
て
し
ま

う

よ
う
な

も
の
を
、

漬
物
に
出
来

な
い
か
な
。

例
え

ば
、
枯

れ
葉
な

ん
て
ど
う
だ
ろ
う
。
草
で
も
い
い
。

も
う
す
ぐ

、
真
っ

白
な
季
節

が

や

っ
て
来

る
。
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「
ふ
れ
あ
い
、
そ
し
て
ぬ
く
も
り
」
を
テ
ー
マ
に

第
十
二
回
、
蓬
田
村
民
祭
（
実
行
委
員
長
、
坂
本
祐

一
）
が
、
十
月
三
十
一
日
～
十
一
月
一
日
の
両
日
、

二
会
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
村
中
学
校
体
育
館
で

は
文
化
展
と
産
業
展
が
、
農
業
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ

ン
タ
ー
で
は
健
康
展
と
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、

連
日
、
会
場
は
大
勢
の
人
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

広報よもぎた

『
文
化
展
』
中
学
校
体
育
館
で
は

小
、
中
学
校

の
児
童

生
徒

に
よ

る
作
品
は

、

絵
画

、
習
字
、
の
他

、
粘
土
細
工

、
木
工

の
イ

ス
や

ボ
ッ
ク
ス
、
女

生
徒
に
よ
る

パ

ジ
ャ

マ

や
刺
繍

を
こ
ら
し

た
ク
ッ
シ
ョ

ン
等

、
色

々

な
作
品

が
出
展

さ
れ
ま
し

た
。

盆
栽

コ
ー
ナ

ー
に
は
、
丹
精
こ

め
て
育
て

上
げ

た
作
品
八
十
一
点
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

訪

れ
る
観
覧
者

が
、
松

楓
会
の
み

な
さ
ん
に

造
り
方

や
手
入

れ
の
方
法

を
伺
う
様
子

が
見

受
け
ら

れ
ま
し

た
。

川

柳
の
コ
ー
ナ

ー
で
は
、
秋

・
風

呂
・

バ

ブ

ル
と
、
そ

れ
ぞ
れ
の
題
で
作

っ
た
句

が
二

十
六
点

、
出
展

さ
れ
、
訪
れ

た
人

に
よ
る
作

品

の
人
気
投
票
（
Ｐ

９
川

柳
北
緯

牡
。
参

照

）

が
行

わ
れ
ま
し

た
。

書

の
コ
ー
ナ

ー
に
は
、
掛
け
軸

十
四

点

を

含

む
、
三

十
点

が
展
示

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

恆
例

の

い
け
花

コ
ー
ナ
ー
は

今
回
か
ら

、
書

道
展

と
川
柳
コ

ー
ナ

ー
に
展
示

さ
れ
、
一
段

と
華

や
か
さ

を
増
し

、
見

る
人

の
目
を
楽
し

ま
せ

て
く

れ
ま
し

た
。

コ
レ
ク

シ
ョ
ン
展
及

び
家

宝
展
に
は

、
県

錦
石

愛
好
会
本

部
会
長
賞
を
受

賞
し

た
川

崎

あ
つ
ま
っ
た
！

第
十
二
回
　
村
民
祭

大
盛
況
／

金
魚
す
く

い
【

村
子
連
コ

ー
ナ

ー
】

観衆を魅了／民謡ショー

我家の家宝コーナー「馬具」

農協婦人部はしとぎ餅
を販売

睦
ド
ラ
イ
フ
ラ
ワ
ー
コ
ー
ナ
ー

蓬田村民祭から●2



武
敏

さ
ん
の
鏥
石

他
、
天
然
石

の
シ
ョ
ー

ケ

ー

ス
六
点
を
は
じ

め
、
竹
細
工

、
掛
け
軸

、

イ
ワ
ナ

の
剥
製

、
馬

具
、
書
、
絵
画

、
写
真

等

が
展
示

さ

れ
ま
し

た
。

母
親

ク
ラ

ブ

の
コ

ー
ナ

ー
は

、
年
々
作
品

の
種
類

が
増
え
、
リ

ボ
ン
フ
ラ
ワ

ー
、

パ
ッ

チ

ワ
ー

ク
、
布
で
作

っ
た
小
物
入

れ
、
壁
掛

け
、
粘

土
細
工

等
百
十

点

が
展
示

さ
れ
ま
し

た
。村
農
業
協
同

組
合
主

催
の
農
産
物
共

進
会

は
、
ト
ウ
キ

、
桃
太
郎
ト

マ
ト

、
白
菜

、
キ

ャ

ベ
ツ
、
長
葱

、
大
根

、
な
め
こ
、
生
し

い

だ
け
、
小
豆

、
大
豆
、

ジ
ャ

ガ
イ
モ
、
玄
米

等
沢
山
の
農

産
物

が
出
品

さ
れ
審
査
の
結
果
、

青
森
県
知
事
賞

は
、
桃
太
郎
ト

マ
ト
を
出
品

し

た

坂
本

光

子

さ

ん

（
中

沢

）

が
受
賞
し

ま
し

た
。

ワ

ー

プ
ロ
コ

ー
ナ

ー
は
、
一

昨
年
か
ら
設

置
し

て
い
ま
す

が
、
子

ど
も
達

に
人
気

が
あ

り

、
中

央
公
民
館

の
職
員

が
指
導
し

な
く
て

も
思

い
思

い
に
操
作
し

て

い
ま
し

た
。
ま

た
、

陶

芸
コ
ー
ナ
ー
で

は
、
実
浪

が
行

わ
れ
、
粘

土
で
形

を
作
る
と

後
日

、
窯
で
焼

い
て
色

づ

け

が
で

き
る
と
あ
っ
て
、
子
ど
も
達

が
入
れ
代

わ
り

立
ち
代
わ
り
作
品

づ
く
り
に
挑

戦
し

ま

し

た
。
今
年

初

め

て

設

け

た

、
村

子

連

コ

ー
ナ

ー
で
は

、
わ
た
飴
の
販
売

と
、
金
魚
す

く
い

が
行
わ

れ
連
日
、
子

ど
も
達
で
賑

わ
い
大

盛

況
で
し

た
。

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
で
は

健
康
展
は
「
高
齢
者
の
介
護
と
住
居
の
工

夫
」
を
テ
ー
マ
に
行
わ
れ
、
健
康
相
談
コ
ー

ナ
ー
で
は
血
圧
測
定
を
、
歯
の
健
康
相
談
コ

子どもに人気ワープロコーナー

陶
芸
コ
ー
ナ
ー
「
あ
な
た

は
」

お
客
さ
ん
で
賑
わ
う
【
食
堂
と
喫
茶
コ
ー
ナ
ー

】

【盆栽コーナー】

【川柳コーナー】

【書のコーナー】

【
母
親
ク
ラ
ブ
コ
ー
ナ
ー
】

【
健
康
展
】
で
は
血
圧
測
定

広報よもぎた



広報よもぎた

Ｉ

ナ
ー
で

は
、
上
手

な
歯

の
磨
き
方
指
導

、

食
生
活
改

善
コ
ー
ナ

ー
で
は
骨
粗
し
ょ
う

症

予
防

の
た
め
の
献
立
や
試
食

が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た

、
家

庭
看
護
用
品

や
機
能
訓
練
教
室

の

作
品

、
社
会
復
帰
訓
練

教
室
よ
も

ぎ
会

の
作

品

が
展
示

さ
れ
た
他

、
高
齢

者
の
手
作
り

作

品
や
手
作
り

石
鹸
の
即
売
会

も
行
わ

れ
ま
し

た
。研
修
室
で

は
食
堂
を
村

連
合
婦
人
会

が
、

お
に

ぎ
り

と
そ

ば
で
開
設

、
喫
茶
コ
ー
ナ

ー

は
村
商
工
婦

人
部

が
そ

れ
ぞ
れ
開
設
し
ま
し

た
。小

コ
ー
ナ

ー
で
は
、
母

親
ク
ラ

ブ

が
、
家

庭
に
眠
っ
て

い
る
衣
服
や
器

具
を
も
う
一
度

使
お
う

と
ワ

ン
モ
ア

シ
ョ

ッ
プ
の
開
設

と
フ

ラ

ン
ク
フ
ル
ト
の
販
売
。
睦
フ
ラ
ワ

ー
会
（

長

科
）

が
ド
ラ
イ

フ
ラ

ワ
ー

の
販
売
。
そ
の
他

、

傘
松
生
活
改

善
グ
ル
ー

プ
（
中

沢

）
が
白
菜

の
漬
物
と
イ

カ
の
飯
寿
司

、
よ
も
ぎ
生
活

改

善
グ
ル
ー

プ
（
阿

弥
陀
川

）
が
お
好
み
焼
き
、

寿

生
活
改
善

グ
ル
ー

プ
（
蓬
田

）

が
イ

カ
、

鮭
、
さ
ん
ま

の
飯
寿
司
、

農
協

婦
人
部

が
手

ず

く
り
の
味

噌
、
し

と

ぎ
餅
、
ド
ラ

ヤ
キ

を

そ
れ

ぞ
れ
販
売
し

ま
し

た
。

ト

レ
ー

ニ
ン
グ
セ

ン
タ
ー
の
玄
関
で
は

、

野
菜

の
即
売
会

を
農
業
青

年
経
営
者
協
議
会

が
、
キ
ャ

ベ
ツ

、
白
菜
、

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー

、

テ

ノ
ジ
ン
、
ネ

ギ
を
安
く
販

売
。

村
漁
業
協

同

組
合

が
ホ
タ
テ

と
缶
詰
を

格
安
に
販
売
し

ま
し

た
。
ま
た
、
村
商
工
会
と
ス
タ
ン
プ
会
に

よ

る
ス
タ

ン
プ
交
換
会
は
開

始
と
同
時
に
大

勢

詰
め
掛
け
大

盛
況

で
し

た
。

ワンモアショップ【母親クラブ】

スタンプ交換会【商工会】

機械を使って子どもが
作るわたアメコーナー

菊
池

鐵
男
さ
ん

と
瀬
川

さ
と
し

さ
ん

民
謡
シ
ョ
ー
に
聞
き
惚
れ
る
観
衆

ア

ト
ラ

ク
シ
ョ
ン

は

五
百
人
程
詰
め
掛
け
た
会
場
で
は
午
前
十

一
時
か
ら
開
会
式
が
行
わ
れ
、
坂
本
祐
一
実

行
委
員
長
、
八
戸
良
次
郎
村
長
が
そ
れ
ぞ
れ

あ
い
さ
つ
を
述
べ
た
後
、
玉
松
太
鼓
の
演
奏

が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

民
謡
シ
ョ
ー
は
、
十
一
時
三
十
分
か
ら
、

三
味
線
、
長
谷
川
祐
二
、
踊
り
、
宗
家
石
川

流
石
川
義
衛
社
中
、
唄
、
菊
池
鐵
男
、
丸
岡

美
津
弘
、
八
戸
美
奈
子
（
す
べ
て
県
民
謡
王

座
）
、
司
会
、
大
瀬
さ
と
し
、
と
い
う
豪
華

キ
ャ
ス
ト
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
民
謡
、
手
踊

り
、
曲
弾
き
等
十
五
曲
、
二
時
間
に
わ
た
る

シ
ョ
ー
は
観
客
を
魅
了
し
ま
し
た
。

年
々
、
会
場
を
訪
れ
る
人
が
多
く
な
り
村

民
祭
も
充
実
し
て
き
ま
し
た
。

宗家石川流石

川義衛社中の
みなさんのみ

ごとな手踊り



秋
季
火
防
演
習
実
施

十
一
月
三
日
（
火
）
、
秋
の
火

防
演
習
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

演
習
内
容
は
、
『
青
森
地
方
気

象
台
が
、
本
日
午
前
五
時
強
風

波
浪
注
意
報
な
ら
び
に
乾
燥
注
意

予
報
を
発
令
、
当
村
に
お
い
て
も

午
前
六
時
ご
ろ
か
ら
南
東
の
風
が

十
一
メ
ー
ト
ル
と
な
り
火
災
警
報

発
令
中
の
と
こ
ろ
、
不
幸
に
し
て

午
前
六
時
二
十
九
分
頃
役
場
当
直

室
へ
長
科
部
落
よ
り
火
災
発
生
の

通
報
が
あ
り
直
ち
に
無
線
放
送
に

よ
り
報
知
し
た
』
と
い
う
想
定

で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

サ
イ
レ
ン
を
合
図
に
火
災
現
場

に
駆
け
付
け
た
消
防
団
員
は
き
び

き
び
し
た
態
度
で
、
実
践
さ
な
が

ら
に
演
習
を
こ
な
し
普
段
の
練
習

成
果
を
発
揮
し
ま
し
た
。

閲
兵
、
分
列
行
進
し
た
後
、
吉

田
団
長
よ
り
訓
示
、
八
戸
良
次
郎

村
長
よ
り
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し

た
。電
気
ス
ト
ー
ブ
や
コ
タ
ツ
を
使

う
季
節
、
使
用
に
は
十
分
注
意
し

火
災
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

広
瀬
第
七
分
団
に
新
型

消
防
車
配
置
入
魂
式

十
一
月
二

十
日
（

金
）
午
前
十

時

か
ら
村
消
防
団
屯
所
に
お
い
て
、

新
し
く

購
入
し

た
ポ
ン

プ
自
動
車

の
入
魂

式

が
行

わ
れ
ま
し
た
。

入
魂

式
で
は

、
神
主
に
よ

る
神

事

の
後
、
関
係
者

に
よ
る
玉

串

が

奉
納

さ
れ
ま
し

た
。

ま

た
、
猊
賀
会

は
、
広
瀬
部
落

公
民
館

で
関
係
者

六
十
名

が
出
席

し
て
行

わ
れ
、
川

崎
君
弘
部
落
長

が
「
新
し

い
ポ
ン
プ
車

が
出
動
し

な
く
て

い

い
よ
う
地

域
で
火
災
予

防
に
努

め
ま
し

ょ
う
」
と
続
い
て
、

八
戸
良
次
郎

村
長
か
ら
「

わ

が
村

の
消
防
団
は

、
県
下

で
も
優

秀
と

評

価
を
得
て

い
る
。
こ

れ
か
ら
も

団

員
の
み
な

さ
ん
の
団
結
で

、
よ

り
精

進
し
て

い
た
だ
き
た

い
」

と

社
会
福
祉
協
議
会

へ

寄
付
金

蓬
田
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
は
、
蓬
中

祭
の
益
金
を
社
会
福
祉
協
議
会
に

寄
付
し
ま
し
た
。

十
一
月
九
日
、
蓬
田
中
学
校
Ｐ

Ｔ
Ａ
を
代
表
し
て
唐
牛
教
頭
は
、

挨
拶
、
ま

た
、
坂
本
重
彦
村

議
会

副
議
長

は
「

広
㈲
部
落
は
昭
和
五
十

八
年
以

降
火
災

が
な
い
と
記
憶
し

て
い
る
。
こ

れ
か
ら
も

防
火
業
務

に
精
励
し
て

ほ
し

い
」

と
祝
辞

が

あ
り
、
引
き

続
き
、
久
慈
光

夫
分

団
長

が
謝
辞
を

述

べ
、
吉
田

初
男

消
防
団
長
の

、
乾

杯
の
音
頭

で
祝

賀
会

を
祝

い
ま
し

た
。

村

社

会

福

祉

協

議

会

を

訪

れ

、「
Ｐ

Ｔ

Ａ

と

生

徒

が
協

力

し

て

開

設

し

た
食
堂

の
益

金
で

す
。
社

会

福

祉

に

役

立

て

て

く

だ

さ

い

」

と

村

社

会

福

祉

協

議

会

（

津

島

鉄

男

会

長

）

へ
寄

付

金
三

万

円

を
手

渡

し

ま

し

た

。

津

島

会

長

は

「
あ

り

が

と
う

ご

ざ

い

ま

す

。
こ

の

お

金

は

、
有

効

に

利

用

さ

せ

て

い

た

だ

き

ま

す

」

と

お
礼

を

述

べ
ま

し

た
。

ま

た

、

今

年

も

社

会

福

祉

の

た

め

に

と

善

意

の

寄

付

金

が
た

く

さ

ん

寄

せ

ら

れ

ま

し

た
。

十

月

末

現

在

で

ご
寄

付
下

さ

っ

た

方

は

次

の

皆

さ

ん
で

す

。

福

井
　

一

衛
（

郷
　

沢

）
　
五

万

円

赤

平

ヤ
チ

ヨ
（
阿

弥

陀

川

）
五

万

円

田

浦

建

設
（
㈲

辺

地

）
　
一

万

円

三

八

五

観

光

支

店
（

青

森

市

）

五

二

二

〇

〇

円

吉

崎
　

き

み
（
蓬
　

田

）
　
三

千

円

坂

本
　

美
夏
（
中
　

沢

）（

小

二

年

）

八
四

〇

円

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い
ま

し

た
。



広報よもぎた

最優秀賞受賞！！

生産高 ・販売額県内１位（２年連続）

村農協そ菜生産組合『トマト部会』

十
一
月

六
日
（
金

）
県
農
業
共

済
会
館

に
お

い
て

、
平

成
四

年
度

青
森
県

野
菜
生
産
額

倍
増
推

進
大

会

が
開

催
さ
れ
、
そ

の
席
で
、
村

農
協

老
菜

生
産
組
合
ト

マ
ト
部
会

（
代
表

、
藤
田
修

一
「
中
沢
」

）

が
野
菜

優
良
生
産
集

団
の
最
優
秀

賞

と
い
う

栄
え
あ

る
賞
を
受
賞
し

ま
し

た
。

ト

マ
ト

部
会

組
織
化
の
経
緯
は
、

昭
和
四

十
八
年
頃

か
ら
水
稲
育

苗

（

ウ
ス
の
跡
地
利
用

と
し
て
始

め

ら

れ
、
品
質
良
好

で
市
場

の
評

価

が
高
く
、
年

々
生
産
者

が
増
え

、

昭
和
五

十
八

年
か
ら
の
東
京
市

場

へ
の
出
荷

を
契

機
に
品
質

の
統
一

な
ど
組
織
的

機
運

が
高
ま

り
、
昭

和

六
十
年

に
部
会

が
設

立
さ
れ
ま

し

た
。
部
会

の
活

動
と
し
て

、
昭
和
六

十
二
年

か
ら
は
品
種

を
完
熟
系

の

「
桃
太
郎
」

に
統
一
し

、
種
子
に

対
す

る
助
成

を
行
っ
て

い
る
こ

と

や
、
均
一

で
優
良
な

苗
を
供
給
す

る
た

め
育

苗
の
受
委
託

、
技
術

の

向
上

と
平

準
化
を
図

る
た
め
、
各

仟
講
習
会

、
市
場

視
察
を
積
極
的

に
実
施
し

生
産
者

の
意
識
向
上

に

努

め
て

い
ま
す
。

い
よ
い
よ
作
業
開
始
！

工
藤
　
裕
さ
ん
（
阿
弥
陀
川
）

本

誌
６
月
号

で
紹
介
し

ま
し

た

工

藤
裕
さ
ん
（
Ｕ

タ
ー

ン
、
本
村

入

植
希
望

）
が
、
阿
弥

陀
川
部
落

に
住
居
を
構

え
る
と
共

に
ト

マ
ト

栽

培
用
の
（

ウ
ス

づ
く
り

に
取
り

掛
か
り
ま
し

た
。
「
今
日

は
風
間

浦
の
オ

ヤ

ジ
と
オ
フ

ク
ロ
に
も
手

伝
っ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
ア
ワ

ビ

取

り
は
い
い
か
ら
来
い
っ
て
…
…
」

と
、
男
手

が
二

人

い
な
い
と
（

ウ

ス

づ
く
り

は
無
理
ら
し

い
。
家
族

綛
出
の
作
業

に

ガ
ス
灯

ま
で
準
備

し
て
「
明
日
は
、
天
気
が
く
づ
れ

そ
う
だ
か
ら
、
今
日
は
夜
業
し
よ

う
と
思
っ
て
」
と
や
る
気
満
々
。

来
年
春
か
ら
、
ト
マ
ト
を
（

ウ

ス
六
棟
で
栽
培
、
一
年
後
に
（

ウ

ス
十
二
棟
、
畑
五
ア
ー
ル
を
耕
作

予
定
「
土
づ
く
り
や
、
管
理
等
、

分
か
ら
な
い
事
ば
か
り
で
す
が
、

こ
こ
ま
で
来
れ
た
の
も
皆
さ
ん
の

お
か
け
、
と
に
か
く
が
ん
ば
り
ま

す
よ
」
と
い
う
工
藤
さ
ん
で
す
。



村簡易スキー場

開設予定表
開設期間

小、中学校冬季休業中は平日も開設しま

すが、それ以降は、土曜の午後と日曜日、

祝日だけとなり、また、ナイターは、火、

木、土曜日の開設となります。

［聯 絆4U

小・中冬休み期間中　　　　9:00 ～16 : 30

ナ　 イ　タ　ー　　　　　　17 : 圓～20 : 30

土曜日は21 : 00

慚 面 映

●蓬田村教育委員会社会教育課　27-2111

●村簡易スキー場　27-2946  (期間中のみ）

楽しいスキーの後は
よもぎ温泉でゆったりと…

・ルールを守プて安全な

スキーをしましょう

・かんジュースのふたは

絶対すでないようにし

ましょう

・ゴミは持ち帰りましょう

料 金 表
※
小
人

は
、

高

校
生

ま
で
で

す

12 月

7 ●村簡易スキー場から簡易スキー場から

１　月

２ 月

３ 月



戸籍からお知らせ
･平成５年１月１日から戸籍手数料が

変更になります。　■蓬田村役場

広報よもぎた

国
民
年
金
、
六
十
五
歳
に

な
っ

た
み
な
さ
ん
へ

特
別
支
給
の
老
齢
厚
生
年
金
を
受
け
て
い
た
方
は
…
…

今
ま
で
特
別
支
給
の
老
齢
厚
生

年
金
を
受
け
て
い
た
人
は
、
六
十

五
歳
に
な
る
と
こ
の
年
金
の
受
給

権
が
消
滅
し
て
、
新
た
に
老
齢
基

礎
年
金
と
老
齢
厚
生
年
金
を
受
け

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
の
手
続
き
と
し
て
「
国
民
年

金
・
厚
生
年
金
保
険
老
齢
給
付
裁

定
請
求
書
」
を
提
出
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

裁
定
請
求
書
の
用
紙
は
、
六
十

五
歳
の
誕
生
月
に
現
況
届
と
同
様

に
、
社
会
保
険
業
務
セ
ン
タ
ー
か

ら
送
付
さ
れ
て
き
ま
す
の
で
、
必

要
事
項
を
記
入
し
て
誕
生
月
の
末

日
ま
で
に
届
く
よ
う
に
送
付
し
て

く
だ
さ
い
。

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
さ
ん

の
振
替
加
算
は
・：
　
’

振
替
加
算
と
は
、
配
偶
者
が
受

け
て
い
る
老
齢
厚
生
年
金
や
障
害

厚
生
年
金
の
加
給
年
金
の
支
給
対

象
と
な
っ
て
い
る
奥
さ
ん
が
、
六

十
五
歳
に
な
っ
た
と
き
に
、
配
偶

者
に
支
給
さ
れ
て
い
た
加
給
年
金

に
替
え
て
、
自
分
の
老
齢
基
礎
年

金
に
生
年
月
日
に
応
じ
た
金
額
を

加
算
す
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。

な
お
、
振
替
加
算
の
み
が
年
金

と
な
る
人
は
、
裁
定
請
求
の
手
続

き
が
必
要
で
す
。

☆最低賃金が改正されました

青森県最低賃金　1日　　4，09

4円 （１時 間512 円 ）

12月は

固定資産税３ 期　　 の納期限

国民健康保険税６ 期　　です

申　　請　　 内　　容 手　数　料　額

①戸籍の謄抄本 １通　　　　400円

②除籍の謄抄本 １通　　　　700円

③戸籍に記載した事項に関する証明 証明事項１件

300円

①除籍に記載した事項に関する証明 証明事項１件

400円

⑤ 届出・申請の受理又は届書その他の

豊頬の記載事項の証明書

１通

300円

⑥上質紙を用いた受理証用書

(婚姻・離婚・養子縁組・養子離縁

又は認知の届出)

１通

1,300円

⑦届書その他の書類の閲覧 書類１件

300円

●
記
帳
に
基
づ
く

正
し
い
申
告
を

商
売
な
ど
を
し
て
い
る
方
が
、

自
分
の
所
得
を
正
確
に
計
算
す
る

た
め
に
は
、
毎
日
の
取
引
を
き
ち

ん
と
記
帳
し
、
保
存
し
て
お
く
こ

と
が
必
要
で
す
。
そ
れ
に
よ
り
、

経
営
内
容
も
正
確
に
把
握
で
き
、

事
業
の
発
展
に
役
立
て
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。

簡
易
帳
簿
な
ど
一
定
水
準
以
上

の
記
帳
を
し
、
そ
の
記
帳
に
基
づ

い
て
正
し
い
申
告
を
す
る
場
合
に

は
、
所
得
の
計
算
上
「
青
色
事
業

専
従
者
給
与
」
な
ど
有
利
な
取
扱

い
が
受
け
ら
れ
る
青
色
申
告
制
度

が
あ
り
ま
す
。

現
在
で
は
、
商
売
な
ど
を
し
て

申
告
し
て
い
る
多
く
の
方
が
青
色

申
告
を
し
て
い
ま
す
。

青
色
申
告
で
記
帳
に
基
づ
く
正

し
い
申
告
を
し
ま
し
ょ
う
。

タ
ッ
ク
ス
ア
ン
サ
ー
の
コ
ー
ド

番
号
は

Ｔ
一
〇
二
〕
で
す
。

記帳に基づく正しい申告

各課からお知らせ●8



アメリカ合衆国視察記(2)

村長 八戸良次郎

ミ

ネ

ア

ポ

リ

ス

市

に

て

（
ミ
ネ
ソ
タ
州
都
）

夕
方
ミ
ネ
ア
ポ
リ
ス
市
の
「
モ

ー
ル
オ
ブ
ア
メ
リ
カ
」
と
い
う
レ

ジ
ャ
ー
施
設
（
ア
メ
リ
カ
第
三
の

大
き
さ
）
を
視
察
。

日
本
に
及
ば
す
奸
隣
的
関
連
等

を
勉
強
し
た
が
、
二
万
八
千
五
百

平

方

メ
ー
ト

ル
の

ス
ペ
、Ｉ

ス
に
二

十
八

の
乗

物

が
走
っ
て

お
り
、
構

造
、
建
築

の
特
徴
、

プ

ロ
ジ
ェ

ク

ト
の
出
発

点
な
ど
只

々
驚
く

ば
か

デ
ィ

ズ
ニ
ー
ラ

ン
ド

、

デ
ィ

ズ

ニ
ー
ワ

ー
ル
ド
に
続
く
第
三

の
テ

ー

マ
パ
ー
ク
、
ナ

ッ
ツ
ベ
リ
ー
フ

ァ
ー

ム
の
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
（

ス
ヌ

ー

ピ
ー

の
巨
大
な

ぬ
い
ぐ

る
み

）

が
屋
内

に
置
か
れ
て

い
る
。
（

ス

ヌ
ー

ピ
ー
は
Ａ
銀
行

の
イ
メ
ー

ジ

キ
ャ
ラ

ク
タ
ー

）

ま
た

ス
カ
イ
ウ
ェ
イ

は
ア

メ
リ

カ
最
初

の
高
層

ビ
ル
を

つ
な
ぐ
全

長
六
キ

ロ
メ
ー
ト

ル
の
連
絡
路
で

（
青
森
市
で

は
県
庁

と
県

警
本
部

を
つ
な
ぐ

も
の
し

か
無

い
）
、
日
本

の
大
都
市
で

も
交
通
渋
滞

、

シ
ョ

ッ

ピ
ン
グ
、
雪
対
策

な
ど
か
ら
今

後
充
分

検
討

取
入

れ
る
べ
き
も

の

と
痛
感
し

た
。
ミ
ネ
ア

ポ
リ

ス
市

で

の
会

合
で
は
、
市

役
所

の
各
企

画
係

か
ら
モ
ー
ル

オ
ブ
ア

メ
リ

カ

（

レ
ジ
ャ
ー
施
設

）
、
シ
ョ
ッ

ピ
ン

グ
、
娯
楽
施

設
、

都
市

開
発

、
環

境
破
壊

問
題
、
公

害
犯

罪
防
止
対

策
、
下

水
道
、

ゴ
ミ
処
理
、
リ

サ

イ

ク
ル
計
画
、
道

路
交
通
機
関

の

整
備

建
設
運
営

（
駐
車
場

、
交

通

渋
滞
対

策
を
含

む
）
、
予
算

資
金
調

達

等

を

聞

い

た
。

こ

こ

で

感

じ

た

こ

と

は

、

ア

メ

リ

カ

の

市

役

所

の

課

長

級

の

熱

心

な

説

明

に
驚

か

さ

れ

た
。

関

連

し

て

福

祉

対

策

、

地

域

開

発

な

ど

、

通

訳

を

通

じ

て

の

こ

と

で

あ

る

か
ら

時

間

は

長

く

か

か

っ

た

が

大

い

に

勉

強

に

な

っ

た

と

思

っ

て

い

る
。

住

民
福

祉

で

は
、

消

費

税

の

導

入

、

高

福

祉

高

負

担

が
原

則

の
よ

う

で

、

各

州

の
実

情

に

よ

っ
て

一

率

で

は

な

い
よ

う

で

あ

る

。

ア

メ

リ

カ

で

は

、

連

邦

の
法

律

を

基

準

に

各

州

で
立
法

が
な
さ

れ
、

各

州

に
よ

っ

て

夫

々

税

率

が
異

な

っ

て

い

る
。

ま

た
こ
｀ヽ
不
ア

ポ
リ

ス

市

は

古

い

も

の

と
新

し

い
も

の

が

調

和

し

て

解

け

合

い

、

歴

史

、

文

化

、

商

工

業

、

ス

ポ

ー

ツ

（

プ

ロ

の

ス
ポ
ー

ツ
チ

ー

ム

が
四

つ
あ

る

）
、

芸

術

そ

し

て

娯

楽

等

、

全

て

に

お

い
て

豊

か

な

都

市

だ

と

證

っ
て

い

る

よ

う

に
聞

き

取

れ

た

。

ミ

シ

シ

ッ

ピ

ー

川

は

｀ヽ
｀ゝ
不
ア

ポ

リ

ス

と

セ

ン
ト

ポ

ー

ル

市

の
間

を

曲

が
り

く

ね

っ

て

流

れ

、

ア

メ

リ

カ

の
幾

つ

も

の

州

を

通

り

拉

け

メ

キ

シ

コ

湾

に

注

い

で

い

る

。

湖

の

多

い

こ

と

も

目

に

つ

き

湖

が
二

十

二

ヶ
所

、

公

園

も

百

五

十

三

あ

る

と

い
う

。

夏

冬

を

通

じ

て

各

種

ス

ポ
ー
ツ
が
盛
ん
と
い
う
こ
と
で
あ

っ
た
。

セ
ン
ト
ポ
ー
ル
市
に
て

セ

ン
ト

ポ
ー

ル
市

長
表
敬
訪
問

で

は

、
市

長

室

に

お

い
て

、

市

長

自
ら
都
市
開

発
の
現
況

、
今
後

の
方
向

な

ど
説

明
。
四

十

六
才
の

若

い
市

長
さ
ん

は
、

ジ
ェ

ー

ム
ス

ー
シ
ャ
イ

ボ
ル
氏

で
市
長
当

選
二

年
目

と
の
こ

と
。

近

々
長

崎
市
へ

夫
人
同

伴
で
行

く
と
い
っ
て
い
た
。

（
長

崎
市
と
姉
妹

都
市

）

ま

た
、
市
長

さ
ん
は
、

セ
ン
ト

ポ
ー
ル
市

は
住
民

が
永
住
し

安
定

し
て

い
る
こ
と

が
、
わ

が
市

の
強

み
で
す
。

文
化

の
点
で
も
一

級
地

だ
、
歴

史
セ

ン
タ
ー
も
新
し

く
で

き
ま
す
。

公
民
館

も
あ
り
ま
す

。

聖

パ
ウ
ロ
大
聖
堂

も
あ
り
ま
す

。

是
非
見

て

い
っ
て
下

さ

い
と
の
こ

と
。
仲

々
の
若

い
政
治
手
腕

家
だ

な
あ

と
の
印
象

を
強
く
し

た
次
第

で
あ

る
。
小
柄
で

囗
ひ
げ
を

貯
え

た

白
系
の
人
で
あ

る

が
、
目

の
底

に

は
温

和
の
中

に
も
キ
ラ

リ

と
光

る
も

の
か
お
り

、
芯

の
強

さ
が
見

受
け

ら
れ
ま
し

た
。

（
以
下
次
号
へ

・
へ
そ
く
り
も
　

パ
ズ
ル
は
じ
け
て
　
　

底
を
つ
く
　
節
　
子

・
朝
食
を
　
　
　

鉄
卜
て
も
朝
シ
ャ
ン
　
娘
の
育
ち
　
絹
　
枝

・
欲
ば
っ
て
　
　

ダ
ブ
ル
に
の
め
り
　
　

消
え
た
札
　
い
つ
子

・
親
父
に
は
　
　

パ
ズ
ル
と
経
済
　
　
　

知
ら
ぬ
顔
　
久
　
子

・

シ
ャ
ボ
ン
エ
　

虹
の
擡
ま
で
　
　
　

と
ど
か
な
い
　
森
　
勝

・

金
と
株
　
　
　

パ
ズ
ル
破
け
て
　
　

後
ず
さ
り
　
　
光
　
子

・

パ
ズ
ル
消
え
　
【

援
十
全
　
　
　
　

雲
銷
む
　
　
　
栄
　
博

・
高
校
生
　
　
　

バ
ブ
ル
は
じ
け
て
　
就
職
難
　
　
　
勝
　
美

も
う
す
ぐ
お
正
月
、

今
年
の
汚
わ

は
今
年
の
う
ち
に
と

掃
除
が
す
ん

だ
ら
、
×

マ
ス
の
大

き
い
靴
下
塗

備
だ

¶
・
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ス
ト
レ
ス
に
つ
い
て

最

近
、
総
合

健
診
や
健
康
相
談
で

の
結
果

を
み

る
と
、
不
定
愁

訴

（
頭
痛
・

だ
る
い
・
肩
こ
り
・

何
と
な
く
気

が
重
い
な

ど
）
や

胃
腸

症
状
を
訴
え

る
人
が
多
く

な
っ
て

い
ま
す

。
こ
れ
’ら
は

、
な

ん
ら

か
の
病
気

が
あ
る
と

い
う
ほ

か
に
、
ス
ト

レ
ス
に
よ

っ
て

も

引

き
起
こ
さ
れ

る
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

わ

た

し

た

ち

が

日

々
生

活

し

て

い

く

中

で

、

ス
ト

レ

ス

を

感

じ

な

い

で

過

ご
せ

る
日

が

、

は

た

し

て

ど

の

く

ら

い

あ

る

で

し

ょ

う

か
。

家

庭

で

の
ち

ょ

っ

と

し

た

い

ざ

こ

ざ

、

職

場

で

の

ト

ラ

ブ

ル

、
失

敗
し

た

と
き

の

恥

ず

か

し

さ

、

試

験

の

苦

し

さ
…

…

ゝ
」ヽ
つ
し

て

数

え

あ

げ

て

み

る

と

、

限

り

な

く

ス
ト

レ

ス

が
う

ず

巻

い

て

い
る

の

が

、

わ

た

し

た
ち

の

日

常

と

い
う

こ

と

に

な

り

ま

す

。

▼

あ

な

た

は

、

ス

ト

レ

ス

が

た

ま

る

と

、

自

分

の

体

に

ど

の

よ

う

な

変

化

が

あ
ら

わ

れ

ま

す

か
？

表

―
の
よ

う

に

、

イ

ラ

イ

ラ

す

る

、

肩

が

こ

る

、

怒

り

っ

ぽ
く

な

る

な

ど

、

そ

の

人

に

よ

っ

て

い
ろ

い
ろ

な

変

化

が
あ

ら

わ

れ

ま

す

。

こ

の
変

化

を

知

っ

て

い

れ

ば

（

こ

れ

が

ス
ト

レ

ス

に

よ

っ
て

出

て

く

る
の

だ
な
と
自
覚
で
き

れ
ば

）
、

そ
の
き

ざ
し

が
見
え

た
時

点
で
、

ス
ト

レ
ス
を
た
め
な

い
よ
う

に
気

を
つ
け

る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

▼
で
は
、

ス
ト
レ
ス
を
た

め
な

い

よ
う
に

、
ま
た
、
た
ま

っ
た
場
合

あ
な
た

は
ど
ん
な
ふ

う
に
解
消
し

て

い
ま
す
か
？

人
そ

れ
ぞ
れ
に
効
果

的
な
解
消

法

が
あ

る
と
思

い
ま
す
。

ス
ト

レ

ス
の
相
手

が
な
く
な

ら
な

い
か
ぎ

り
解

消
さ
れ
な

い
な

ん
て
思

わ

な

い
で

、
ま
ず
、
心

を
（
心
の
も
ち

よ
う

を
）
切
り

加
え

る
た
め
に

、

自
分

自
身

努
力
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

【

解

消

方

法

の

例

】

①
人

の
評
価
は
気

に
せ
ず
、

「
自

分

は
自
分
」
と

マ
イ

ペ
ー

ス
に
な

る
。
②

「
な
ん
と

か
な
る
さ
」

と
開

き

直

る
。

③

明
日
で
き

る
こ
と
を
今
日
す

る

な
。
④
気

に

い
ら
な

い
こ
と
を
、
誰

も

い
な
い
と
こ
ろ

で
大

声
で

ど
な

っ

て

み
る
。

⑤
め

い
っ

た
と
き
に
は
、
趣

味
や

家

族
の
こ

と
を
考
え
て
み

る
。

▼

し
か
し
、
本

人
が
ス
ト

レ
ス
脱

出
の
た
め
に

い
く
ら
努
力
し
て
も
、

生
活
基
盤
’で

あ
る
家
庭
に

、
そ
の

受
け
皿
的

環
境
が
な
く
て
は

ど
う

し

よ
う
も

あ
り
ま
せ
ん
。

あ
な
た
の

【

家
族
は

ど
う
で
す

か
？
　

】

①
ふ

だ
ん

か
ら
な
に
げ
な

い
こ
と

で
も
普
通

に
会
話
を
し
て

い
ま
す

か
？
②
家
族

の
誰
か
に
問
題

が
起
二

つ

’た
と
き

、
解
決
の
た

め
に
、
み
ん

な
で
話
し

合
っ
た
り
し

て
く
れ
ま

す
か
？

③
新
し
い
こ
と
を
手
が
け
る
と
き

応
援
し
て
く
れ
ま
す
か
？

①
あ
な
た
に
愛
情
を
示
し
た
り
、

あ
な
た
が
怒
っ
た
り
、
悲
し
ん
だ

り
し
た
と
き
な
ど
、
共
感
し
て
く

れ
ま
す
か
？

⑤
家
族
だ
ん
ら
ん
の
時
問
か
お
り

ま
す
か
？

以

上
、

ス
ト

レ
ス
を
解

消
す
る

た
め
に
は

、
自
分
自
身

の
努
力
と

家
族
の
協
力

が
必
要

だ
と
い
う
こ

と
に
つ

い
て

ま
と
め
て
み
ま
し
た
。

ス
ト

レ
ス
は
永
遠
に
な

く
な
ら
な

い
も
の
で
す

が
、
上
手

に
つ
き
あ

っ
て

い
く

た
め
に

、
み
な
さ
ん

が

そ
れ

ぞ
れ
に
工

夫
し

精
神
的
に
豊

か
で
定
定
し

た
人
生

を
歩
む
よ
う

に
心

が
け

た

い
も

の
で
す

。

保健コーナー●10

表 １
’`
・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（ 複数回答･ ％）

● ス ト レ ス ガ あ る と 、 ど ん な 症 状 に な る か

ﾚ
合

計

20
歳代

30
歳代

40
歳代

50
歳代

イライラする

肩がこる

怒りっぽくなる

気力がなくなる

仕事がしたくなくなる

眠れなくなる

無口になる

胃腸障害をおこす

食欲が減退する

家事がいやになる

飲み過ぎ・食べ過ぎ

特に変化はない

42.2

30.5

25.2

22.6

17.9

16.2

13.7

13.5

12.2

2.6

6.6

4.8

51.1

28.5

20.4

25.5

21.2

12.4

14.6

15.3

11 .7

0.0

3.6

3.6

41.4

29.9

27.2

26.1

19.5

16.8

15.5

14.2

12.4

3.0

7.4

4.3

44.0

33.7

26.1

19.0

16.8

15.2

12.5

9.2

凵.4

2.2

5.4

3.3

26.8

29.3

20.3

7.3

6.1

22.0

6.1

17』

13.4

6.1

1 1.0

12.2

「資 料：Ｆ 銀行「全国のサラリーマン家庭 のストレ ス

解消 法に関するアンヶ－ 卜調査」昭和60年 １月　　

）

肺癌･基本健診の

お知らせ

･・と き: 平 成5年1月6日(水)

･・と ころ: 玉 松公民館

●出稼 ぎ者 の健診 もあ

わせて 行い ます。 必

ず受 診し てから 出か

け まし ょう。

●６月に 都合が悪 くて

これなか った 人でも

受 診で き ます，］白:接

会揚にきてください。

●健診は 無料です。



私
か
ら
あ
な
た
へ
８

み

う
ら
・
や
え
こ

三

浦
八
重
子
・
長
科

い
け
花
の
先
生
資
格
は
小
原
流
″
一
級
脇
″

今
回

は
、
三

浦
八
重
子

さ
ん

の

登
場
で
す
。

三

浦

さ
ん
の
家
業
は

、
農
業

と

商
店
経
営

と
毎

日

が
忙
し

い
。
そ

の
傍
ら
、

い
け

花
の
先
生
（
雅
号
、

香
恵

）
と
し
て

、
月

一
回

は
地
元

長
科

で
の

い
け

花
教
室
、
第

２
第

４

の
月

曜
は

広
㈲
の
教
室

、
ま
た

小
原

流
の
例
会

は
月
三

回

、
蟹
田

町
で
、
研
究
会
は
月
一
回
青
森
市

で
と
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
こ
な
し

て
い
ま
す
。
「
家
族
が
理
解
し
協

力
し
て
く
れ
る
の
で
、
い
け
花
が

出
来
ま
す
。
毋
と
夫
に
は
本
当
に

感
謝
し
て
い
ま
す
」
と
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。

い
け
花
は
、
高
校
卒
業
と
同
時

に
花
嫁
修
行
の
つ
も
り
で
始
め
た

と
言
い
止
す
か
ら
二
十
三
年
に
な

り
ま
す
。
現
在

二

級
脇
”
の
資

格
が
あ
り
、
こ
の
上
の

。一
級
”

を
取
得
す
る
に
は
年
一
回
、
神
戸

市
で
行
わ
れ
る
試
験
を
受
け
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
「
神
戸
市
へ
行

っ
て
ま
で
と
な
る
と
、
ち
ょ
っ
と

ね
え
、
筆
記
試
験
も
あ
る
し
、
勉

強
し
な
い
と
だ
め
で
す
ね
え
」
。

い
け
花
の
魅
力
を
尋
ね
る
と
「
普

段
の
煩
わ
し
さ
を
忘
れ
ま
す
。
所

属
し
て
い
る
会
に
は
六
十
才
以
上

の
方
が
多
い
ん
で
す
け
ど
、
ご
年

配
の
方
と
お
話
し
し
て
い
る
と
心

が
落
ち
着
く
ん
で
す
」
と
笑
顔
で

言

い
ま
し

た
。

現
在
、
村

商
工

婦
人

部
で
活
躍

中

。
性
格
は

、
自
称

、
子

供
の
時

か
ら
急

が
な

い

。
の
ん
気

や
”

「
蓬
ｍ

も
暮

ら
し

て

い
る
と
以

外

と
の
ん

び
り
し

て
ま
す
よ

ね
」
と

明

る
く
笑

い
ま
し

た
。

ス
ポ
ー
ツ

は
、
中

学
校
時
代

バ
レ
ー

ボ
ー
ル

部

に
籍
を
お

い
た
が
、
あ
ま
り

得

意
で

は
な

い
そ
う

で
す
。
ア

ル
コ

ー
ル
は
ま
っ
た
く

飲
め
な

い
、
カ

ラ

オ
ヶ

は
も
っ

と
苦
手

、
で

も
、

ダ
ン
ス
は
つ

い
て

踊
れ
る
程
度

と

い
う

事
で
し

た
。

最
後

に
村
の
こ

と
に
つ

い
て

伺

う

と
「

オ
ー

プ
ン
し

た
ふ
れ
あ

い

セ

ン
タ

ー
の
こ
と
で

、
鶴
田
町
や

、

板
柳
町

の
知
人
か
ら
私

に
問

い
合

わ
せ
か
お
り

、
少
し
自
慢

で
き
て

嬉
し

く
思

い
ま
し

た
。
や

は
り
村

の
こ
と
を
Ｐ
Ｒ

す
る
こ

と
は
大
事

だ
な
あ
と
思

い
ま
す
」

と
話
し

て

く

れ
ま
し

た
。

い
け

花
を
習

っ
て
み
た

い
方
は

三
浦

さ
ん
に
相

談
し

て
は
如
何

で

す

か
。

※
次
回
予
定
者
は
佐
井

あ
や
子

さ
ん
で

す
。

み
～
つ
け
た

５８

高根部落、佐井唯師 さんの

小 屋の軒下に スズメ蜂 が、か

くもりっぱな巣を作りましたO

八月末に 巣を作川始め わず

か二 ヵ月足らずでこの大 きさ

に なっ たそうです。今年 、県

内 でもス ズメ蜂に剌され てシ

ョ ッ ク死す るという事故があ

り まし た。 住宅 地で巣 を見つ

けたら役場民 生課にご連絡 く

ださい。専門の業者が撤去しま

す。　くれぐれも近づかないよ

引 こ…( 写真とるの怖かっ た)

表定予事行月1
2 ―Ｑ

／
］

３３６６７８８１１４１４１广
Ｄ
Ｉ９１１

（

乙
２２４り

乙
８ｎ
乙 日

ワ

ー

プ

ロ

放

縦

人

権

相

談

ワ

ー

プ

ロ

教

室

老

人

精

神

保

健

講

が

会
1
0
時

～

中

学

校

Ｐ

Ｔ

Ａ

研

修

会

１３

時

～

生

活

兒

表

会

書

道

教

縦

卜

二

月

定

例

村

議

会
　
1
0

凵

ま

で

ワ

ー

プ

ロ

放

縦

し

め

な

わ

づ

く

り

９

時
3
0
分

～

阯
‥
立

教

富

授

裘

参

観

囗

乳

幼

児

健

康

診

断
1
3
時

か

ら

も

ち

つ

き

会

書

立

教

室

冬

夕

休

爻

～

Ｉ

／
1
4

ス

キ

ー

揚

開

き

御

川

納

め 一ｒ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

・ｊｆ

ノィ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

亅

中

央
公

民

館

民
　

生
　

課

中

央
公

民
館

民
　

生
　

課

中

Ｐ

Ｔ

Ａ

幼
　

椎
　

閲

中

央
公

民
館

議
会

服

務
局

中
央

公

民
館

中
央

公

民
館

中
央

公
民

館

中
　

学
　

校

民
　

生
　

渫

小
　

学
　

校

中

火
公

民
館

小

・
中

学
校

社

会
政

行
課

役
　
　
　

場

担
　
　
　

当

11●行事予定/私から貴方へ/み～つけた
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け
つ
ぱ
る
蓬
田
人
　
5
1

ふ
る
さ
と
は
遠
く
に
あ
り
て

日
立
電
子
サ
ー
ビ
ス
㈱

海

外

部

藤
　
田
　
春
　
男
さ
ん

村
民
の
皆
様

、
こ
ん
に
ち

は

昭
和
四

十
九
年

に
上

京
し
て

か
ら

十
八

年

が
経
ち

、
こ
ち
ら
で

の
生

活

の
方

が
長
く

な
り
ま
し
た
。

私

に
と
っ
て
「

ふ
る
さ
と
蓬
田
」

は

、
都
会
に
は
少

な
く
な
っ
て
し

ま
っ

た
豊
か
な
自
然

か
お
り
、

い

つ
帰

っ
て
も
暖

か
く

迎
え
て
く

れ

る
有
難

い
と
こ
ろ
で
す
。

ま
た
新

鮮

な
魚
介
類
や
山
菜
の
ご
馳
走
は
、

こ

ち
ら
に

い
て

は
、
な
か
な
か
昧

わ
う

こ
と

が
で
き
な
い
も
の
で
す
。

さ
て

、
私

か
勤

め
て

い
る
会
社

は
日
立
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
と
通
信

機
器

の
工

事
お
よ

び
保
守
を
担
当

す
る
日

立
グ
ル
ー

プ
の
内

の
一
つ

で
す
。
製
品

が
海
外

に
納
入
さ
れ

る
こ

と
も
あ

り
、
そ

れ
に
伴
う
工

事
や
保
守

も
日
本
か

ら
出

向

い
て

行

い
ま
す
。

私
も
入
社

一
年
後
に

海
外
で
の
電

話
交
換
機

の
工

事
を

担
当
す
る
こ

と
に
な
り

、
以

来
十

七
年
間
海
外
部

に
籍
を
置

い
て
い

ま
す
。
振
返
っ
て
み

る
と
、
海
外

で
の

滞

在
期
間
は
通

算
す

る
と
八

年
余

月

に
な
り

ま
す
。
そ

の
内

の
七
年

間
は
ア
フ
リ

カ
で
す
。
ア

フ
リ

カ

と
言
え

ば
、
や
は
り
野
生
動

物
で

す

。
ウ

シ
カ
モ
シ
カ
や

シ
マ
ウ

マ

と

い
っ

た
動
物

の
群
れ

が
、
地
平

線
の
彼
方
ま

で
延

々
と
続

く
様
や

百

頭
を
超
え

る
象
の
大
群

を
す

ぐ

傍
ま
で
近
付

い
て
見
た
あ

の
感
動

は
今
で
も
忘

れ
ま
せ
ん
。

時

代

が
進

む
に
つ
れ
て
、
新
し

い
発

想

が
求

め
ら
れ
て
き
ま
す
。

翻

っ
て
、
私
も
時
代

に
求
め
ら

れ

る
人
間

で
在
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

最

後
に
な
り
ま
し

た

が
、
蓬
田

村

の
益

々
の
御
発
展

と
、
村
民

の

皆
様

の
御
健
勝
を
心

か
ら
お
祈
り

申
し
上

げ
ま
す
。

戸籍の

窓　口

人口と世帯数

(10月31日現在)

総人口4,048人
男　1,932人
女　2,116人
世帯数1,054世帯

10月受付分

お誕生おめでとうございます

越田泰徳　長男

田中里佳　長女

ご結婚おめでとうございます

（小野寺敏明（高　　 根）

小又由加里（天間林村）

（田中　功一（広　　 ㈲）

藤倉　正代（函 館 市）

おくやみ申し上げます

川内　友一 ㈲弥陀川　61歳）

編

集

後

記

四
月
に
、
前
担
当
者
の
木
村
先

雄
さ
ん
か
ら
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
し
、

ど
う
に
か
広
報
よ
も
ぎ
た
を
1
2月

号
ま
で
発
行
す
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。
今
年
最
後
の
言
い
訳
と
お

願
い
を
し
ま
す
。
皆
さ
ん
読
み
手

と
書
き
手
の
違
い
、
分
か
り
ま
す

よ
ね
え
・
…

分
か
っ
た
ら
原
稿
く

れ
え
１・

けつぱる蓬田人/戸籍の窓口●12

めも
●･現住所／〒245 神奈川県横浜市戸塚区
名瀬町793-6 名瀬東ハイツ107 号/ ≪04

5-813-1974 ･生年月日／昭和31年２月15
日／卜出身／中沢／藤田晃作氏五男･・･家
族構成／妻・政子卜好きなもの／ゴルフ
・野球･･･経歴／青森県立青森工業高等学
校卒（昭和49年３月）／日立電子サービ
ス（株）入社（昭和49年４月）～現在に
至る。
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